




























































第5節 先 行 調 査

1調 査 目的

近年、食品の安全性 について社会問題 となっているもの、又は新規開発食品等で安全性が不明確な

ものについて、先取 り的に調査を実施 し、これ らの安全確認及 び安全基準設定の資料 とするための調

査、研究である。

2調 査事項

平成6年 度は、次の15テ ーマにつ いて実雄 した。

なお、 この他 に1題 、予備調査を実施 した。

(1)輸 入魚介類 の病原 ビブリオ汚染実態調査

(2)東 京湾産魚介類における農薬等の汚染実態調査

(3)市 販発酵食品中の有害ア ミン類含有実態調査

(4)畜 産食品 における寄生虫駆除剤の残留実態調査

(5)フ ッ素樹脂製調理器具類の衛生学的実態調査

(6)食 品の品質保持に関する衛生学的実態調査

(7)ド レッシング類の細菌学的実態調査

(8)バ イオテクノロジーを応用 した食品の衛生学的調査

(9)畜 肉中の ホルモ ン剤の含有実態調査

(10)Vero細 胞毒素産生性大腸菌 の汚染実態調査

(11)健 康食品及 び機能性食品の衛生学的実態調査(生 薬類似品)

(12)国 産野菜 ・果実の残留農薬実態調査

(13)畜 水産食品における抗菌性物質の残留実態調査

(14)国 内産加工食品の残留農薬実態調査

(15)輸 入農産物加工品に残留する殺虫剤等の衛生学的実態調査

3実 施期間

平成6年4月 か ら平成7年3月

4実 施 内容及び結果

(1)輸 入魚介類 の病原 ビブ リオ汚染実態調査

ア 調査目的

従来 ヒトに病原性を示す ビブリオとして、コレラ菌及び腸炎 ビブリオの2菌 種が知 られて いた

が、近年 さらに数種の ビブリオの病原性が明 らかにされ、昭和57年 度 には、V. cholerae non

-01 , V. mimicus, V. fluvialis, V. furnissiiが 食中毒起因菌 として追加 された。

病原 ビブリオの自然界における分布を明 らかにすることは、これ らビブリオに起因する食中毒

や、下痢症等の予防対策 に大 きな手がか りを与える。

そこで、 自然界におけるV. cholerae non-01を 始めとした病原 ビブ リオの分布調査の一環

として、都内魚介類販売店における輸入魚介類の汚染調査を行 った。
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イ 調 査 内容

(ア)調 査期 間

.平 成5年6月 か ら平 成7年3月

(イ)実 施方 法

都 内魚介類 販売 店 で輸入 冷凍 エ ビ等291検 体 を 収集

(1)冷 凍エ ビ104検 体

(2)冷 凍 エ ビ融 解 水101検 体

(3)冷 凍 エ ビ以 外 の魚介類187検 体

(ウ)検 査 項 目

病原 ビブ リオ(V. parahaemolyticus(腸 炎 ビブ リオ)V. cholerae non-01(ナ グ ビブ

リオ), V. mimicus, V. fluvialis, V. furnissii, V. vulnificus)、 細 菌数 、大 腸菌群 、大腸 菌、サ

ル モネ ラ、カ ンピ ロバ クター、 リステ リア ・モ ノサイ トゲネ ス

(エ)検 査方法

(1)病 原 ビブ リオの 検査

a冷 凍 エ ビは甲殻 と融解水 を検 体 とした。

b鮮 魚 は表 皮 、 内臓、 エラを検 体 と した。

c冷 凍魚は 表皮 、 内臓を検 体 と した。

dロ ブスター、 アワ ビ、イ カ、 貝類、活車 エ ビ、 カニは表皮 を検 体 と した。

(2)そ の他の検査 項 目につ いて は、食 品衛生 検 査 マ ニ ュアル に準 じた。

(オ)検 査機関

都立 衛生研究 所 多 摩支所 衛生 細 菌研究室

ウ 調 査結果

(ア)冷 凍 エ ビ及 び融 解 水(表-1、 表-2)

(1)病 原 ビブ リオ

冷凍 エ ビで は、104検 体中34検 体(32.7%)か ら4種 類 検 出 した。

その内訳 は、 腸 炎 ビブ リオ23検 体、 ナ グ ビブ リオ14検 体 、V. fluvialis13検 体、V.

mimicus 1検 体 で あ った。

融 解水では、101検 体中8検 体(7.9%)か ら、3種 類検出 した。

その内訳 は、 腸 炎 ビブ リオ2検 体、 ナ グ ビブ リオ5検 体、V. mimicus2検 体 で あ った。

産地別病原 ビブ リオの検 出状 況 で は、イ ン ドネ シア、 フ ィ リピン及 び イ ン ド産 エ ビか ら

高 率 に検 出 した。

(2)細 菌数

冷凍 エ ビでは、102～106/gの レベルであ り、 融解 水で は、10～106/mlの レベル であ

った。

(3)大 腸菌群

冷凍 エ ビで は、104検 体 中34検 体が陽性 であ り、融解水 で は、101検 体 中26検 体が陽

性 で あった。

(4)大 腸 菌、サ ル モ ネ ラ、カ ンピロバ クター、 リス テ リア ・モ ノサイ トゲ ネ スはす べて陰性

で あ った。
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(イ)冷 凍 エ ビ以外 の魚介類(表-3～ 表-7)

(1)病 原 ビブ リオ

187検 体 中66検 体(35.3%)か ら4種 類 の病原 ビブ リオを検出 した。

その内訳 は、腸 炎 ビブ リオ31検 体、V. vulnificus 22検 体、V. fluvialis 8検 体,V.

furnissii 2検 体で あ った。

(2)細 菌 数

鮮魚51検 体 の細菌数 は表皮 で10～106/g、 内臓 で10～105/g、 エ ラで10～106/gの

範囲 にあ った。冷凍魚8検 体 の細菌数 は表皮 で10～104/g、 内臓で10～103/gで あ った。

また、 ロブ スター、 ア ワ ビ等介 類128検 体 の細 菌数 は10～104/gの 範囲 で検出 した。

(3)大 腸 菌群

鮮魚51検 体 中37検 体(72.6%)か ら検 出 した。 その部 位別 内訳 は、表皮41検 体、 内

臓25検 体 、 エ ラ35検 体 で あ った。冷凍 魚8検 体 中4検 体(50%)か ら検出 した。 その内

訳 は表皮4検 体 、内臓2検 体 で あった。 ロブス ター、ア ワ ビ等128検 体 中39検 体(30.5%)

か ら検 出 した。

(4)大 腸菌

.魚 介類178検 体 中10検 体 か ら検出 した。 その内訳 は、 パ キ ス タン産 のサ ゴ シ及 び マナ

ガッオ各 々5検 体 か ら大 腸菌 を5検 体(100%)及 び4検 体(80.0%)検 出 した。

(5)リ ステ リア ・モ ノサ イ トゲ ネス

魚介類178検 体中2検 体 か ら検 出 した。 その内訳 は、パ キス タ ン産 のサ ゴ シ5検 体 中1

検 体及 び ニ ュー ジー ラ ン ド産 の タイ19検 体 中1検 体 か ら検 出 した。

(6)サ ルモ ネ ラ、 カ ンピロバ クター

サル モ ネ ラ、 カ ンピロバ クターは魚介 類178検 体 か らは検 出 され なか った。

エ 考 察

今回 の調 査で は、冷凍 エ ビで は、104検 体 中34検 体(32.7%)か ら病原 ビブ リオ を検出 した。

冷 凍 エ ビ以 外 の魚介 類 では、187検 体 中61検 体(32.6%)か ら病原 ビブ リオ を検 出 した。

特 に、大腸菌 群 、細菌数 と病 原 ビブ リオの間 には相 関関係 は認 め られなか った。

また、鮮魚介類 よ りも冷凍魚 介類 の成績が良好 であ った。産地 別 に病原 ビブ リオの検出状 況を

み ると、個々の検 査成績 を一概 に比 較す る ことは 出来 な いが、汚 染の程度 に、あ る程度の差 が認

め られ た。

以 上の ことか ら、今回検査対 象の冷凍 エ ビ、鮮 魚及 び冷凍 ボイル ロブス ターな どか ら病原 ビブ

リオが高率 に検 出 された ことをみて も、生産段 階、流通過程 で の温度 管理、取扱 い等 に十分 注意

を払 い細菌数 の増 加 を防止す る必 要 があ る。

さらに、病原 ビブ リオが施設 内及 び器具類 を介 して食品を二次 汚染 し、増菌 す ることによ り食

中毒 につなが る ことを考 え ると、作 業中 の手荒 い、器具容器等 の殺菌消毒 を十分 に行 うことが必

要 であ る。
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表-1冷 凍 エビの病原 ビブリオ等検出状況

表-2冷 凍 エビ融解水中の病原 ビブ リオ等検出状況

注:そ の他 は ミャンマ ー、台 湾、 バ ング ラデ シュ、仏 領 ギニ ア、 アル ゼ ンチ ン等
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表-3食 品別病原 ビブ リオ検出率
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表-4魚 類の表皮における病原 ビブ リオ等検出状況

表-5魚 類の内臓にお ける病原 ビブ リオ等検出状況
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表-6魚 類 のエラにおける病原 ビブリオ等検出状況

表-7ロ ブス ター、 ア ワ ビ等 にお け る病 原 ビブ リオ等検 出状 況
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(2)東 京 湾産魚介類 にお け る農 薬等 の汚染実 態調 査

ア 調査 目的

東京湾 の農薬等 に よ り汚染実 態を把握 す るた めに、「アサ リ」 を指 標生物 と して、 モニ タ リン

グ検査 を昭和50年 度 か ら継続実施 して お り、今年度 も5、7、9月 に実施 した。 なお、東京 湾 の

汚 染は湾内 に流入 して い る河川 によ る影 響 が大 きいた め、今年 度か ら多摩 川水系 の汚染調 査 もあ

わせて実施 した。

イ 調査 内容

(ア)調 査 場所

東京 湾内の6地 点(羽 田、三 枚洲、船橋 、木更津 、富 津、金 沢八景)及 び多摩川2地 点(府

中、 田園調布)

(イ)調 査 対象

湾 内ではアサ リ2kg、 海 水、3ι 、底質(砂)1kg、 多摩川 で は河川水3ι 、底質(砂)1kg

を試料 と した。(図-1)

(ウ)検 査項 目

(1)ア サ リ

BHC、DDT、 デ ィル ドリン(DEL)、 ヘ プ タクロル ・エポキ シ ド(HPE)、 ク

ロル デ ン、 クロルニ トロフェ ン(CPN)、 ニ トロ フェ ン(NIP)、 ヘキ サ クロ ロ ・ベ

ンゼ ン(HCB)、 オキ サ ジア ゾ ン、 クロル ピ リホ ス

PCB、TBTO、 重金属(As, Co, Cd, Zn, Cr, Cu, Pb, Hg)

(2)底 質(東 京 湾)

PCB、TBTO、 重金属(As, Co, Cd, Zn, Cr, Cu, Pb, Hg)

(3)底 質(多 摩 川)

BHC、DDT、 デ ィル ドリン(DEL)、 ヘ プ タクロル ・エポキ シ ド(HPE)、 ク

ロルデ ン、 クロル ニ トロフェ ン(CPN)、 ニ トロ フェ ン(NIP)、 ヘ キサ クロ ロ ・ベ

ンゼ ン(HCB)、 オキサ ジア ゾ ン、 クロル ピリホ ス

PCB、TBTO、 重金 属(As, Co, Cd, Zn, Cr, Cu, Pb, Hg)

(4)海 水 ・河川水

BHC、DDT、 デ ィル ドリン(DEL)、 ヘ プタ クロル ・エポ キ シ ド(HPE)、 ク

ロルデ ン、 クロル ニ トロフェ ン(CPN)、 ニ トロフェ ン(NIP)、 ヘ キサ クロ ロ ・ベ

ンゼ ン(HCB)、 オキサ ジア ゾ ン、 ク ロル ピ リホス

PCB、TBTO、Hg

(エ)検 査機 関

都立 衛生研 究所 乳 肉研究科 食肉魚 介化 学研究 室及 び微量 分析研 究科有 害物 化学 研究室

ウ 検査結果

アサ リ、低質、 海水 及 び河 川水 につ いて、調 査地点 別 に農 薬、PCB、TBTO及 び重金属 の検

出値を表-1～ 表-7に 示 した。

(ア)農 薬 等 につ いて(表-1～ 表-3)

アサ リか らDDT(0.001～0.004ppm)、 ク ロル デ ン(0.001～0.005ppm)、 オキサ ジア ゾ

ン(0.002～0.012ppm)を 検 出 したが、他 の農薬 は検 出 され なか った。

昨年(平 成6年)、 オキサ ジア ゾ ンは5月 に三 枚洲、木更津 、船橋で0.002ppm,羽 田で7月
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に0.002ppm検 出 したが、今年度 は、5月 に三枚 洲、木 更津で0.012ppmと 高 い値 を検 出 し

た。 クロル デ ンの検 出状 況 は昨年 同様 、羽 田、三枚洲 は高 い値 で あ った。DDTも 昨年 同様、

羽 田が高 い値 を示 した。 また、例 年検 出 されて いたCNPは いずれ の地点 で も検 出 され なか っ

た。

昨年、全地点 の海水 か ら水 田除草剤 で あ るオ キサ ジア ゾ ンが検 出 したが、全期間 にわ た り

海 水 中か ら検査 対象 農薬 を検 出 しなか った。

多摩 川 の河川水 中か らクロルデ ン(0.001～0.003ppm)及 び ク ロル ピ リホス(0.002～0.

003ppm)を 検 出 した。 また、低 質 中か らは クロルデ ン(0.002～0.007ppm)、 クロル ピリ

ホス(0.002～0.003ppm)、 及 びDDT(0.001～0.003ppm)を 検 出 したが、河川水 に比べ

底 質 の方 が高 い値 を示 した。

(イ)ヒ 素及 び重金 属 につ いて(表-4～ 表-6)

アサ リ及 び底質 につ いては、例年 と同傾向 で推 移 して いる。 なお、 アサ リ中の メチル水銀

は全 て0.01ppm未 満 で あ った。

(ウ)PCB、TBTO(表-7)

ア サ リ、海 水及 び底 質 につ いて は、 例 年 と同傾 向 で推 移 して い るが、 富津 の アサ リか ら

TBTOを0.20～0.26ppm検 出 して お り、昨年 の0.07～0.17ppmと 比 べ る と高 い検出値 であ

ったが、過 去5年 の平均 値 は0.28ppmで あ り特 に高 い数値 では な い。

な お、 多摩川 の河川 水及 び底質 中 か らはPCB及 びTBTOは 検 出 しな か った。

エ ま とめ

(ア)オ キサ ジアゾンは生物濃縮 率が高 く、分 解 しに くい農薬 とされて い る。今回の調査 で は、河

川水、海 水中 か ら検 出 されなか ったが、 アサ リか ら0.006ppm(平 均値)検 出 されて お り生

物 濃縮 によ るもの と考 え られ る。

(イ)ク ロル ピ リホスは、多 摩川の河 川水 及 び底 質か ら検 出 されて い るが、河 口にあ た る羽 田の

アサ リ及 び海水 か らは検 出 されて いな い。 その原因 が生物 濃縮率 に よ る違 いによる もの なの

か、 他の原 因 によ る ものか不明 で あ り今後 さ らに調査 が必 要で あ る。

CPNは 昨年度 まで、アサ リ及 び海 水 ともに検 出 され ていたが、本年度 はいずれ も不 検 出 と

な って いる。CPNは 、 平成6年3月 厚 生省 の再評価 結果 を受 け、 使用 中止 とな った もの で、

今 年度 で み る限 りその成果 が あ らわ れ て いる。

(エ)NIPは 、昭和57年 に登録 が失効 して お り、本 調査 の結 果 にお いて も、昭和58年 か らアサ

リ、 海水及 び底質 か ら検 出 されて い な いこ とか ら、本 年度 で調査 を終 了 す る。

農薬 につ いては、規制 によ り比 較 的短期 間の うち に成果 を得 る ものが ある一方、難分 解 の

た め規制後 も長期 にわた り残留す るもの があ る。本調査 は、素早 い対策 が如何 に重要 で あ り、

環境 汚染調 査の必要 性 を再認識 させ た。
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表-1ア サ リ中の残留農薬

単 位:ppm(WET BASE) ND:non-detect

表-2多 摩川 の河川水中の残留農薬

単 位:ppm ND:non-detect

表-3多 摩川の底質中の残留農薬

単 位:ppm(DRY BASE) ND:non-detect
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表-4ア サ リ中の重金属

単 位:ppm

表-5底 質中の重金属

単 位:ppm
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表-5多 摩川の底質中の重金属

単 位:ppm

表-7ア サ リ ・海水 ・底 質 中 のPCB、TBTO

単位:ppm
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(3)市 販発酵食 品中 の有害 ア ミン類 の含 有実態 調 査

ア 調 査 目的

食品中 の ア ミンには、腐敗 や発酵 の過程 で微 生物 によるア ミノ酸の脱炭 酸反 応で生成増加 す る

もの と、生体成 分 と して動植 物 の組織 内に微量 に存在す る もの とがあ る。 これ らのア ミン類 の中

で生体 に有 害 な作 用を起 こす もの と して、腐敗 の過程で生 成 された ヒスタ ミンが知 られて お り、

ア レルギ ー様 食中毒 の原因 とな ってい る。

諸外 国で は、抗 うつ剤 で あ るモ ノア ミノキ シダーゼ阻害 薬(MAOI)を 服 用 して いる患者 が、

チ ラ ミンを含む チー ズを喫食 し、偏頭痛、心 悸亢進、高血 圧 な ど重篤 な症 状 に陥 った ことが報告

されて いる。

食品中の ア ミン類 の挙動 につ いては、食品 の安全評価 を行 う上 で注 目す る必要 が ある。 都 内を

流通 して い る発酵 食品 につ いて、 ア ミン類 の含有実態 を調 査 した。

イ 調査 内容

(ア)調 査 期間

平成6年4月 ～平成7年3月

(イ)実 施 方法

都 内 デパー ト、 大規 模 販売 店及 び醤 油 製造 業で発酵 食 品等94検 体 を買 い上 げた。

(1)濃 口醤 油19検 体 (6)醤 油 中間製 品2検 体

(2)米 味 噌28検 体 (7)醤 油製品(醤 油 製造業)5検 体

(3)赤 ワイ ン19検 体 (8)醤 油用原材料4検 体

(4)紹 興 酒8検 体

(5)も ろみ9検 体

(ウ)検 査項 目

ヒス タ ミン(Him)、 チ ラ ミン(Tym)、 フェネチル ア ミン(Phm)、 プ トレシン(Put)、

カダベ リン(Cad)、 スペ ル ミジン(Spd)、 スペル ミン(Spm)

(エ)検 査方 法

高速液 体 クロマ トグ ラフ ィー(衛 生 化学 、37, 379-386(1991))

(オ)検 査機 関

都立 衛生研究 所 食 品研 究科 食品 化学 第一研 究室

ウ 調 査結果

(ア)市 販 発酵食 品 中の ア ミン類 含有量(表-1)

濃 口醤 油(以 下、醤油)19検 体 中、Tym、Phm、Put、Spdは 全 て の検体 か ら検 出 した。

Himの 検 出率 は94.7%、Cadの 検 出率 は73.7%と 高 か ったが、Spmは21.0%と 低 い検 出率

で あ った。

ア ミン類 の含有量平均 値 ではTymが54.8μg/gと 最 も高 く、次 いでHimの215.3μg/

gで あ った。他 の ア ミン類 の含有量平均 値 は1.5～58.7μg/gで あ り、Tymの1/10以 下 で

あ った。

米味 噌28検 体 中、Put、Spdは 全て の検 体 か ら検 出 した。Cad及 びSpmの 検 出率 は96.4

%及 び57.1%で あ った。Him、Tym及 びPhmの 検 出率 は10.7%、21.4%及 び28.6%と 他

の食品 と比 べ低 か った。

赤 ワイ ン19検 体 中、含有 量平均値 が最 も高 か ったの はPutの13.6μg/gで 他の ア ミン類
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は0.1～3.7μg/gと 低か った。

ワイ ンのHimに 関 しての規制値 を設 けてい る国 は4カ 国 あ る(表-2)。 今回の調 査 で、フ

ラ ンス産の赤 ワイ ン1検 体か らフラ ンスの規制値8mg/ι を上回 る11μg/gを 検 出 した。 こ

の ワイ ンを1本(750mι)飲 ん だ と して も症状 発 現量 の約1/10で 、安 全上特 に問題 にな

る値 ではなかった。

表-1市 販発 酵食品中 の ア ミン類含有量 平 均 値及 び検 出 率

単位:μg/g

表-2ワ イ ン中 の ヒス タ ミンに

対 す る規制値

表-3ア ミン類 の生理活性作用
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紹興 酒で はHim, Spmを 除 いた ア ミン類 が すべての検体 で検 出 した。Tymの 含有 量平均 値

が49.3μg/gで 最 も高 く、次 いでPutが 高 か った。他 の ア ミン類 は0.1～3.1μg/gと 低 か

った。

生 理活性 作 用 の強 いHim、Tymの 症状 発現 量 との関 係 をみ る と、Himの 含有量 は、殆 ど

の食品で100μg/g以 下 であ ったが、醤 油で はすべて100μg/gを 超 えて いた。Himの 醤

油 にお け る含有 量 の最大値544μ/gを1日 平均摂取量(21.1mι)か ら換算 す ると摂取 量

は11.5mgと な った。

これ は症 状 発現量 の1/5以 下 であ り、 直 ちに人体 に影響 があ るとは考 え られな い。

Tymは 殆 どの食品 で100μg/g以 下 で あ ったが、MAOI服 用患 者 に と って は症状発 現量

が6mgで あ る ことか ら、醤油 の1日 平 均摂 取量(21.1mι)及 び味噌 の1日 平 均摂取量(15.

7g)か ら換算 す ると醤油15検 体 、味噌1検 体 が症状発現 量 を超 えていた 。(表-3)

MAOI等 、 ア ミン類 の分 解 に影響 を及 ぼす 薬物 を服 用 して い る人 が醤油 、味噌 の摂取 で重

篤 な症 状 にな った報告例 は ないが、 これ らの食 品 の摂取 には十分 に注 意 を す る必要が あ る。

(イ)醤 油製 造工 程 中 のア ミン類 含有量調 査

醤油 に ア ミン類 が比較的 高 い値 で含有 して いた ことか ら、 都 内の醤 油製 造業2社 で原材料

もろみ、製 品 の ア ミン類 含有 量 を調査 した。

A社 で1991年4月 に仕 込 んだ もろみ2種 類 、1994年4月 に仕込 んだ もろみ1種 類 につ いて

熟成段 階 を追 って(6月 、8月)、 ア ミン類 の含 有量を調 査 した結果、3種 類 の もろみ と も含

有量 に変化 は認 め られ なか った。

A社 では、 ブ レン ド用 に他社 の 「生 揚 げ醤 油」を使 用 して いるが、A社 の 「生 揚げ醤 油」 と

比較 す る とHim、Tymと もに高 い値 を示 した。

この ことは、工場固有 の酵 母、細 菌等 に よ りア ミン類 の成 分 に違 いが生 じる ことを示唆 し

て い る。(表-4)

表-4製 造 工程 中及 び製 品 の ア ミン類 含有量(A社)

単位:μg/g
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B社 で使用 して いた原材 料の大 豆 、種麹、麦 麹 か らはHim, Tym及 びPhmは 検 出 しなか っ

た。製造工程順(仕 込 み混合0日 目、仕込 み50日 目、仕込 み1年 目)に ア ミン類 の含有量 を

調 査 したところ、Him, Tymは 各工 程 で検出 されな か った。製 品か らはHim, Tymは 検 出 され

ず、他 の ア ミン類 の含 有量 も1.1～14.1μg/gと 低 か った。(表-5)

表-5製 造 工程中及 び製 品 の ア ミン類 含有 量(B社)

ND:non-detect 単 位:μ/g

エ ま とめ

今回 の調査では、醤 油 か ら各 ア ミン類 の検出率が高 く、Him, Tymを 高濃度 に含 む製 品 が多か

った。特 に、TymはMAOI服 用 の もとで の症状発現 量6mgを 超 え た ものが19検 体 中15検 体 あ

った。

味噌 で もTymで 症 状発現量 を超 え る ものが28検 体 中1検 体 あ った が、他 のア ミン類 の含有 量

は少 なか った。MAOI服 用者は醤油、味 噌の摂取量 に注意 す る必 要が あ る。 また、同一 の食 品で

あ って もメーカー に よ り各 ア ミン類 の 含有量 に差 が あ る ことが わか った。

今後 は、原材料か ら製 品 まで経時的 に ア ミン類 の含有 量調査 し、ア ミン類生成 の原 因 を確 認す

ると と もに、防止 策 につ いて検討 す る必 要が ある。
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